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イ jレ状の単一鎖として存在していることを見い出した口そ乙で次に 0.1 MNaCf水溶液中でのザンサンの
分子量とカドキセン中での分子量を比較すると，前者は後者の 2 倍であった。乙のことから 0.1 MNaCf 
中でザンサンは 2 本の鎖から成る二量体であることがわかる。さらに 0.1 MNaCf 中でのザンサンの慣
?っ白
性半径，極限沈降係数，および極限粘度のデータより，乙の溶媒中 i乙存在するザンサン二量体は棒状分
子であり，そのグルコース残基当りのピッチに相当する長さと分子の太さを見積ると，それぞれ 0.4 7 
:1: 0.02 nm と 2.4 :1: 0.3 nm となった。乙れらの値は奥山らが結晶中のザンサンに対して提案した 5 1 二




0.1 M NaCl , cadoxen , 
0.3 cad (0.6 三) wcad 三 0.8 wcad と 0.8
-圃ー~ +毛 -一一歩 d惨








すなわち，分子量の異なる多数のザンサン試料の 0.1 MNaCf 水溶液およびカドキセン溶液(カドキ
センはセルロースの溶媒であるが，ザンサンも溶解しうる乙とを見つけた)について，光散乱，粘度，
沈降速度の測定を行い，えられたデータの分子量依存性の解析から，塩水溶液中でザンサンは二重らせ
んとして存在することを明かにした。そして，乙のらせんはザンサンの結晶団体中の形態と同じであ
る乙とも示した。
ザンサンは，カドキセン中では単一鎖にほどけランダムコイ jレの形態をとる乙とがわかったので，佐
藤君は，カドキセンと水の混合液体中で，カドキセンの組成の増大につれて，二重らせんがどのような
円
i
つ臼
過程で二本の単一鎖にほどけてゆくかをしらべた。その結果，二重らせんは部分的にほどけてゆくのでは
なく，一気に二本のランダムコイノレ鎖に解離することを見い出した。このためには光散乱，粘度測定か
らのデータを直接証拠として用い，旋光分散測定のデータを傍証として使った。
以上のほかに，ザンサン水溶液における二重らせんのかたさ，高分子電解質挙動についても明確な知
見をえた。
以上述べた佐藤君の研究は多糖の物理化学について重要な寄与をしたものであって，同君の論文は理
学博士の論文として十分資格のあるものと判定する。
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